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子会社子会社子会社子会社のののの異動異動異動異動（（（（株式譲渡株式譲渡株式譲渡株式譲渡））））にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

 

 

 株式会社テン・アローズ（本社：神戸市中央区、取締役兼代表執行役社長：林勝哉、以下テン・アローズ）は、

ＵＣＣ上島珈琲株式会社（以下ＵＣＣ）のグループ会社であるシャディ株式会社（本社：東京都港区、代表執行

役社長：上島豪太、以下シャディ）との間で、当社子会社である株式会社エニシル（本社：大阪市中央区、代表

取締役社長：瀧澤隆、以下エニシル）が、新たに会社分割して設立する予定の新会社(新エニシル)の全株式

を譲渡することに合意しましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．株式譲渡の理由  

  テン・アローズ子会社のエニシルは、ギフト卸売の事業を展開しております。 

当初、テン・アローズグループ内で自主独立しつつ、同グループの子会社でレディースインナーを主体とす

る衣料品及び化粧品を販売する株式会社シャルレ（本社：神戸市中央区、代表取締役社長：林勝哉、以下

シャルレ）とのシナジー（相乗）効果を出そうと考えていましたが、エニシルとシャルレのおかれている事業環

境の急激な変化により、事業拡大するまでには至りませんでした。 

ギフト業界を取り巻く環境がより厳しくなり、エニシルがギフト市場の中で成長・発展をしていくためには、 

ＵＣＣグループでギフト卸売業界１位でありますシャディと両社の得意分野・機能を中心に、実質的な補完・

協働プロセスを確立し、両者が力を合わせることで、スケールメリットと効率化を追求し、業界内での磐石な

地位を築くことが最適と判断し、株式を譲渡することといたしました。 

 

 

２．本件取引の概要 

エニシルは、エニシルの事業を承継する新会社(新エニシル)を新設分割により設立します。 

シャディは、エニシルから新設分割会社（新エニシル）の発行済全株式を、テン・アローズから債権をそれぞ

れ譲り受けます。 

テン・アローズは、エニシルに対する貸付債権の一部について、債務免除（債権放棄）を行います。 
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＜本案件のスキーム図＞ 
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３．株式会社エニシルの概要 

    （１）商 号 株式会社エニシル 

    （２）代 表 者 代表取締役社長  瀧澤 隆 

    （３）本 店 所 在 地 大阪市中央区南船場一丁目６番１２号 

    （４）設 立 昭和５４年 ２月 

 （５）事 業 内 容 カタログおよびインターネットによるギフト商品の卸売 

    （６）決 算 期 ２月 

    （７）従 業 員 数 ２０２名（2007年３月現在） 

    （８）資 本 金 ３８８百万円 

    （９）業績の推移 

                                             （単位：百万円  単体） 

 平成１７年２月期 平成１８年２月期 平成１９年２月期 

売 上 高 ２７，３５６ ２６，２０２ ２４,２４５ 

営 業 利 益 ９１ △５９１ △９４１ 

経 常 利 益 １７０ △５４６ △９４０ 

当 期 利 益 △２ △１，０７０ △３，４２５ 

総 資 産 １０，２９５ ９，１９５ ７，７１６ 

純 資 産 ２，１９９ １，１２８ △２，３０４ 

 

 

４．シャディ株式会社の概要 

    （１）商 号 シャディ株式会社 

    （２）代 表 者 取締役兼代表執行役社長 上島豪太 

    （３）本 店 所 在 地 東京都港区新橋六丁目 1番 11号 

    （４）設 立 昭和３７年 ２月 

    （５）事 業 内 容 「有店舗メディアミックス型ビジネスモデル」でギフト用品 

および生活関連用品を全国のチェーン店を通じて販売 

    （６）決 算 期 ３月 

    （７）従 業 員 数 ３２０名（2007年３月末） 

    （8）資 本 金 ３，４３５百万円 

     

 

 

    （９）業績の推移 
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                                             （単位：百万円  単体） 

 平成１７年３月期 平成１８年３月期 平成１９年３月期 

売 上 高 ７９，５９２ ７６，７４４ ７１，５２９ 

営 業 利 益 △２７ ２６５ △４６４ 

経 常 利 益 ５５２ ２，２５６ ７４３ 

当 期 利 益 ２９３ １，５０８ ７５６ 

総 資 産 ４９，４３６ ４９，８６０ ４６，５５５ 

純 資 産 ２９，０３２ ３０，４７９ ２９，９２５ 

 

 

５．ＵＣＣグループの概要 

    （１）グ ル ー プ 概 要 グループの中核４社である ＵＣＣ上島珈琲株式会社 

                             ユーシーシーフーヅ株式会社、シャディ株式会社、 

ユーシーシーフードサービスシステムズ株式会社をはじめ 

国内外に広がるグループ事業会社で構成 

    （２）代 表 者 グループＣＥＯ 上島達司  

                             グループＣＯＯ 上島豪太 

    （３）創 業 １９３３年 ５月１日 

    （４）連 結 売 上 高 ２，７３８億円（2007年３月期） 

    （５）従 業 員 数 ３，３１１人（2007年３月末） 

 

６．日程 

   2007年 9月 20 日  正式契約調印 

   2007年 11月末日（予定） 債権譲渡、新会社株式を譲渡 

 

 

７．業績に与える影響 

 当期の業績に与える影響としましては、事業整理損 2,100 百万円を特別損失として計上いたします。 

また、事業譲渡に伴い発生する関係会社株式売却損 380 百万円を計上いたします。 

それを盛り込んだ業績見通しは、本日公表の業績修正をご覧ください。 

 

 

８．今後のテン・アローズグループについて 

 これまでエニシルを子会社に置き、グループとして協働することで、流通業の事業経験や知見を蓄積すること

ができました。これらは、今後のテン・アローズグループの業容発展に寄与できると考えております。また、今回

のご縁により、今後は、エニシルだけでなく、シャディとのさまざまな事業提携を検討していけるものと期待して

おります。 

また、今回はエニシルの事業環境を整え、再度成長性のある事業とするため、より大きく、よりエニシルに適

した環境のＵＣＣグループへ資本と経営の承継をお願いいたしました。エニシルのコーポレートブランドを存

続・発展させるためには、最適の選択であったと考えております。 

 

 今後のテン・アローズグループは、コア事業のシャルレ（女性下着の訪問販売事業）を中心とした企業グルー

プに再編し、グループをあげて「女性の美と健康に貢献し、真の‘豊かさ’をお客様に提供する」企業体として、

シャルレというブランドの価値を高めてまいります。 

 新生テン・アローズグループは、高品質・高機能のイメージを持つシャルレブランドを訪問販売と今後展開す

る新たな事業に活かしてまいります。当グループは、現在、シャルレ（訪問販売事業）の原点回帰（お客様第一

主義の実践）を軸にした新戦略など、各事業会社の新たな中期計画を策定中であり、中間決算発表時には、

グループ全体の計画概要を報告させていただく予定であります。 

 

以  上 

 


